
平成19年度硝酸性窒素浄化技術開発普及等調査

「畑地の畜糞堆肥および園芸施設の土壌から溶脱する硝酸性窒素の浸透抑制技術」実績調査結果概要 松下ナベック株式会社

１.畑地の畜糞堆肥から溶脱する硝酸性窒素の浸透抑制（深層施用） ２.施設園芸土壌から溶脱する硝酸性窒素の浸透抑制（湛水太陽熱消毒）
　(1)カラム予備試験･･･20℃保温,通水量＝20cc/日,土壌下20cmに脱窒材投入 　(1)カラム予備試験･･･35℃,肥料調整土壌400gに300ccの水を注入

＜ラベルの説明＞

20－0.2 Ｌ－RT

　(2)実証フィールド試験･･･豚糞堆肥＝0.04t/10a,化学肥料＝0.036t/10a 　(2)実証フィールド試験
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40-0.1L 40-0.2L 無※　最大葉長、球銃について、異なるアルファベット間で
　　Tukey検定5%で有意　　　（10月18日20株、2月12日12株）

10月18日 2月12日

試験区 草高草径 最大葉長 株重 球重 球径 球高
cm cm cm kg kg cm cm

豚糞
　＋脱窒材

38.0 16.5 22.0a 2.32 1.43a20.5 12.5

豚糞 40.7 15.6 23.8b 2.37 1.30 20.0 12.5

豚糞無し
　＋脱窒材

36.1 14.4 21.0a 1.85 0.98b17.5 11.2

豚糞無し 38.3 15.6 22.3 2.12 1.16b19.3 11.8
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100mg/L-0.1t/10a 100mg/L-0.2t/10a

100mg/L-0.5t/10a 300mg/L-0.1t/10a

300mg/L-0.2t/10a 300mg/L-0.5t/10a

液体脂肪酸の量と寿命
 ・NO3-N=100、300mg/L

脱窒材の種類
 ・NO3-N=100mg/L
 ・投入量=1t/10a

30cm
 ×
φ5cm

15cm
 ×
φ7cm

プラウで鋤き起こした溝（深さ30cm）に液体
脂肪酸0.5t／10aをジョウロにて投入し、次
列のプラウの鋤き起こしで地下に埋まる。

＜試験終了時のキャベツ品質＞

液体脂肪酸を混合した土壌8kgをワグネ
ルポット（1a/2000）に充填し肥料調整溶
液5Lを注入後ラップを掛けて静置。

 肥料窒素濃度
（mg-N/100g乾土当り）

 脱窒材の投入量
　　（t/10a）

 脱窒材の種類
　・L:液体脂肪酸
　・G:グリセリン
　・K:粉末脂肪酸
　・C:硫黄ｶﾙｼｳﾑ材

(25℃)

※液体脂肪酸または粉末脂肪酸が即効性、有機物溶出が少ない、寿命が長い、ｐHの安定性の点で優れていた。
※液体脂肪酸を0.5t/10aを用いた実証フィールド試験において2ヶ月間ほど硝酸性窒素を半減できた。

※液体脂肪酸が即効性、有機物溶出が少ない、ｐHの安定性の点で優れていた。
※液体脂肪酸0.2t/10aを用いた実証フィールド試験(40mg-N/100g土)では21日で硝酸性窒素を除去した。
※液体脂肪酸の投入量を抑制して、脱窒材が残留せず次作の植物栽培に影響が少ないことを確認した。


